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論 文 内 容 要 旨
要約
常同行動は様式が一定 し,規 則的に繰 り返され,目 的 ・機能が明確でない行
動で,ウ シでは舌遊 び行動がその典型的な行動である.常 同行動は不適切な飼
育環境および管理方 式に対する家畜側からの評価の指標 として用い られている
が,そ の誘発要因や機能は未だ不明であり,長 期の葛藤状態によ り出現する と
考 えられているにすぎず,研 究が望まれている.
舌遊び行動は,舌 を口の外に長 く出 した り,舌 を左右に動か した り,舌 先 を
丸 めた りす る動作を持続的に行 う行動である。また,柵,空 の飼槽な どを常同
的に舐め醤 りし,そ の際の舌の動きが舌遊び行動に類似 している行動を模擬 舌
遊び行動とする(Satoetal.,1993,1994).さ らに舌遊び行動および模擬舌遊
び行動 をプール したものを包括舌遊び行動と定義する.
様々な品種および飼育環境下でのこれまでの実態調査 によ り,ウ シの舌遊 び
行動は,人 工哺乳,粗 飼料の不足,繋 留,単 飼などの行動 抑制による長期的葛
藤状態 にともない誘発され,さ らに同一飼育環境下でも品種間差 ・個体差が大
きいことが示唆されている.し かし,実 験的に確認 された研究はほとんどない.
本研究の 目的は,① ウシの模擬舌遊び ・舌遊び行動の実 態を調査する,② 実
態調査で類推された包括舌遊び行動誘発要因を実験的処理 により確証 し,そ の
要因のス トレス性を評価する,③ 包括舌遊び行動の品種間差 ・個体差を実験 的
に確認 し,多 発個体 の行動的 ・生理的特性を明らかにする,④ 包括舌遊び行 動
の機能を明らかにすることである.
1.模 擬舌遊び ・舌遊び行動の実態調査
飼育管理条件が類似 しているにもかかわ らず,包 括舌遊 び行動出現量が異な
ると言われている2牧 場(T牧 場,S牧 場)の 黒毛和種子牛16頭 を供試 し,模
擬舌遊び ・舌遊び行動 も含めた様々な行動を10～300日 齢まで 日中6時 間調査
した.さ らに行動的ス トレス指標として葛藤行動を,生 理 的ス トレス指標 と し
て血中コルチゾル濃度を30～300日 齢まで測定 し,牧 場間で比較 した.
その結果,舌 遊び行動は,42日 齢の強制離乳以降の調査期か ら観察された.
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模 擬舌遊 び行動 は調査 を開始 した10日 齢 には既に見 られ,そ の出現 量 は離乳 直
後 に最大 になった(Fig.1).包 括舌遊び行動な らびに身繕 い行 動は,T牧 場 で
多発 し,(Table1,2)血 中コルチゾル濃度 もT牧 場で高 くな った(Table3).
そ こで維持行動 を2牧 場 間で比較 した結果,丁 牧場 では,吸 乳行 動 ・摂取行動
および探査行動が抑制 されて いた(Table4).ま た,包 括舌遊 び行動 と葛藤行
動 であ る身繕 い行動 の出現量 には有意 な正の相関関係(Rs=0.54)が 認 め られ た
(Fig.2).
したが って,吸 乳 ・摂取行動の抑制,単 純な飼 育環境 に よ る行 動抑制 が長 期
間の葛藤 ・欲求不満 状態 を引き起 こし,包 括舌遊び行 動を誘発 させ る とい う可
能性 が考 え られた.
2.吸 乳時 間 ・粗飼 料摂取量制限が包 括舌遊び行 動に及ぼす効 果お よび その ス
トレス性 の評価
K牧 場 の黒 毛和種子牛8頭 を人工哺乳 し,吸 乳行動抑制の効 果 を検討す るた
め,出 生直後 か ら哺乳 ビンの穴の大き さを操作す ることに よ り,吸 乳 時間長 ・
短 という処理 区を設定 した.さ らに90日 齢か らは,摂 取行動抑制 の効果 を検 討
す るため,粗 飼料飽 食 ・制限区 も加えた2元 配置計画 によ り,こ れ ら処理 のス
トレス性 の評価 な らびに包括舌遊び行動 出現 に及ぼす効果 を検討 した.次 い で
150日 齢 まで粗飼料 を制 限 した区は飽食(2.5kg旧 給与)に,そ れ まで飽食 させ
て いた 区は粗飼料 を1kg旧 に制限す るとい う,そ れ まで とは逆の処理 を30日 間
行 い,そ の効果 を検 討 した。
吸乳行 動抑 制のス トレス性 の評価 を以下 の3側 面か ら行 った.10～150日 齢
まで,行 動的ス トレス指標 である身繕 い行動お よび吸引行 動 を比較 した.次 い
で,.35日 齢時 に心理的ス トレス指標で ある心拍数 を吸乳 の前後 に調査 した.さ
らに,生 理 的ス トレス指標 である血 中コルチゾル濃度 を40日 齢 時に調査 した.
摂取行 動抑制のス トレス性の評価 は,90～180日 齢 までの 身繕 い行 動 を指 標 と
して行 った.
そ の結果,1回 の吸乳時間は,吸 乳時間の長 い区では平・均518秒 で あった の
に対 し,短 い区では平均93秒 であった.吸 乳時間 の短 い区の子牛 は,60日 齢
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まで め包括舌遊 び行動 を多 く発現す る傾向を示 した(Table5).身 繕 い行 動 に
はそ の効果 は認 め られな かったが、哺 乳期 間中のみ 出現 した転嫁行 動 として の
吸 引行動 は,吸 乳時間の短 い区で多発 した(Table6)・.吸 乳 時間の短 い区では,
吸乳 開始か ら吸乳終 了直後 まで の心拍数 は長 い区に比べ高 揚 したが,そ の後長
い区で は徐 々 に低下 したのに対 し,短 い区で は急速 に低下 レた(:Fig.3).吸 乳
終了後 の血 中 コルチ ゾル濃度 は,吸 乳 時間の長 い区の方が 短 い区 に比べ急速 に
低下 した(:Fig.4).こ れ らの ことか ら,吸 乳行動抑制 は,心 理 的 ・生理的 ス ト
レス反応 に影 響 し,離 乳直後 まで の包 括 舌遊び行動 出現 に 関与す る ことが 明 ら
か とな うた.
また90～150日 齢 までの粗飼料摂取量操作 によ り,制 限 区は飽食量 の15%程
度 そ の摂取 量が抑制 されていたが,包 括 舌遊 び行動 には影響 を及 ぼ さなか った.
包括舌遊 び行動は15b臼 齢以降 粗飼料 を1kg旧 に制限(粗 飼料 飽食量 の40%
程 度摂取 量抑制)す る ことによ り増 加す る傾 向,飽 食 させ る こどによ り減 少す
る傾 向が認 め られた(Table7).身 繕い行動 に差 は認 め られ なか づた.す なわ
ち,飽 食量よ り40%程 度 の強 い摂取量制限は,ス トレス反応 との関係 は明確 で
はな か った ものの,150日 齢以降 にお いて包括舌遊 び行動 を誘発す る要 因 とな
る ことが認め られた.
3.包 括舌遊び行動 の晶種 商差
同一飼 育管理条件下で,黒 毛和種8頭,ホ ル スタイ ン種4頭 お よ'びそれ らの
F14頭 の模擬舌遊び も舌遊 び行動 の出現量 を10～300日 齢 まで,な らびに血 中
コル チ ゾル濃度 を30～300臼 齢 まで調査 した.
その結果,模 擬舌遊び行動は品種 にかかわ らず,全 個体 に認 め られた(Fig.5)。
舌遊 び行動 はホル スタイ ン種 には全 く出現せず,黒 毛和種 およびF1の み に認 め
られ,か つ模擬i舌遊び行動 も多発 した個体 に認 めちれ た.
包 括舌遊 び行動 は,ホ ルスタイ ン種で は個体差 は認 め られず(P>0.05),黒
毛和種お よびF1で は個体差が大きい(黒 毛和種:P=0.01,F、<0.or)こ とが認
め られ,遺 伝 的素因が存在す る可能性が示唆 された.
また,黒 毛和種 で は,行 動的ス トレス指標である身繕 い 行動な らび に生理 的
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ス トレス指標で あるコルチ ゾル濃度が高い ことが示 され(Table8,9),ス トレ
ッサ ー に対す る行動的 ・生理的反応に品種 間差が認め られた.
4。 包 括舌遊び行動多発個体 の行動的 ・生理的特性
上記3牧 場 にお け る黒毛和種 を包括 舌遊び行動多発 グル ー プ と少発 グルー プ
に分類 し(Fig.6),各 グルー プの行動的 ・生理的特徴 を通常飼育環 境下 および
新奇 環境下(オ ー プ ンフィール ド,Fig.7)で 調査 した,
包 括舌遊び行動多 発個体 は,通 常飼 育環境下で は探査行 動 の時間が長 く,横
臥の時間が短かか った(Table10).新 奇環境下 にお いて は新奇環境(te8t-pen)
に進入 す るまで の時 間が短 く,探 査行 動で あるにお いか ぎが多 いな どの活 動 的
な行 動特徴(Table11)を 示 した.ま た新奇環境進入直後 の心拍 反応が高 く,
そ の後 急速 に低下す る こと(Fig.8),驚 樗刺激 に対す る心拍反応 が高 い ことが
認 め られた(:Fig.9).よ って,交 感神経系の反応性 が高 い とい う生理的基盤 が
積極 的性格 を形成 して いる と考 え られ,こ の特性 を持つ個 体 が包 括舌遊 び行 動
を発現 させ るもの と推察 された.
5.包 括舌遊び行動実行にともなう心拍数変化
6ヶ 月齢の黒毛和種子牛5頭 を供試し,通 常飼育環境下における包括舌遊び
行動実行前,実 行中,実 行後の心拍数を日中7時 間調査 した.そ の結果,包 括
舌遊び行動実行中の心拍数は,実 行前後より有意に低†す ることが明 らかにな
った(Tahle12).し たがって,包 括舌遊び行動は心拍数を低下 させることよ
り,覚 醒レベルを低下させるという安寧機能を持つ ことが認められた.
以上本研究により模擬舌遊び ・舌遊 び行動は,吸 乳や摂取などの行動抑制が
長期的葛藤 ・欲求不満状態を引き起こす結果,誘 発 されること,し か もそれは,
交感神経系の反応性 の高い遺伝的素因を持った積極的個体 で多く発現す ること
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論 文 審 査 結 果 要 旨
常同行動の一種であるウシの舌遊び行動は,舌 を口の外に長 く出した り,左 右に動かした り,先 を
丸めた りする動作を持続的に行 う行動である。 これらは飼育環境や管理条件の不適切による,動 物の
長期的葛藤状態により出現すると考えられているが,そ の誘発要因や機能はいまだ明らかになってい
ない。本研究では棚や飼槽な どを常同的に舐める行動を模擬舌遊び行動とし,そ れ らも含めて包括舌
遊び行動とし行動解析を行った。
まず実態調査 として2牧 場の黒毛和種子牛16頭 について,舌 遊び行動 ・模擬舌遊び行動 を調べ る
と,そ れらは離乳後に最大とな り,出 現には牧場間で違いが認められた。また吸乳行動や摂取行動等
の維持行動 ・探査行動 ・血中コルチゾル濃度 ・身繕い行動等 との相関関係から,吸 乳 ・摂取行動の抑
制,単 純な飼育環境による行動抑制等が長期間の葛藤 ・欲求不満状態を引き起 こし,包 括舌遊び行動
が誘発 されることが示唆された。引き続き黒毛和種子牛にたいし吸乳時間 ・粗飼料摂取量制限のス ト
レス性および包括舌遊び行動に及ぼす効果を検討 した。吸乳時間の制限に よる吸引行動,身 繕い行
動,心 拍数,血 中コルチゾル濃度等の変化から,吸 乳行動抑制は心理的 ・生理的ス トレス反応に影響
し,包 括舌遊び行動出現に関与する事が証明された。
つぎに包括舌遊び行動の品種間差を黒毛和種,ホ ルスタイン種,そ れらの:Flを 用いて検討 した。模
擬舌遊び行動は全ての種で出現するものの,個 体差が認められ,舌 遊び行動はホルスタイン種では全
く出現しなかった。同時に測定した身繕い行動や コルチゾル濃度などから,ス トレヅサーに対する行




は,そ の前後 より有意に低下 してお り,舌 遊び行動は,覚 醒 レベルを低下させ るという安寧機能を持
つことが認められた。
以上,舌 遊び行動 ・模擬舌遊び行動は,吸 乳や摂取などの行動抑制が長期的葛藤 ・欲求不満状態を
引き起 こす結果誘発 されること,し かもそれは,交 換神経系の高い遺伝的素因を持った積極的個体で
多 く発現すること,さ らにその行動は,自 らに安寧をもたらす機能を有することが本研究により明ら
かとなった。このような新知見の提出に対し,審 査員一同は本研究者に博士(農 学)の 学位を授与す
るに値するものと認定 した。
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